




























































































































2016 年度（平成 28 年度）　保育実習指導Ⅰ・Ⅱ計画表
日　程 時 間 割 科 目 名 指 導 内 容
４月６日（水） １限目 保育実習指導Ⅰ① 実習の意義と目的、検査等について
（腸内細菌検査の説明・容器配布）
２限目 保育実習指導Ⅰ② 保育所実習について（保健関係を含む）
４月13日（水） １限目 保育実習指導Ⅰ③ ビデオ「保育所実習の実際」
２限目 ※午後会議のため休み
４月20日（水） １限目 保育実習指導Ⅰ④ 保育所実習Ⅰの内容
２限目 保育実習指導Ⅰ⑤ 実習日誌について
４月27日（水） １限目 保育実習指導Ⅰ⑥ 指導案について
（腸内細菌検査結果配布・容器配布）
２限目 保育実習指導Ⅰ⑦ 教材研究（特別講義）
５月11日（水） １限目 保育実習指導Ⅰ⑧ 実習前の準備と留意点
２限目 保育実習指導Ⅰ⑨ 保育実習Ⅰ（保育所）指導の振り返り
５月16日（月）～５月27日（金）　保育実習Ⅰ（保育所実習Ⅰ）
2017 年度（平成 29 年度） 　保育実習指導Ⅰ・Ⅱ計画表














2018 年度（平成 30 年度） 　保育実習指導Ⅰ・Ⅱ計画表
日　程 時 間 割 科 目 名 指 導 内 容
４月３日（火）１限目 保育実習指導Ⅰ① 実習の意義と目的、検査等について
（腸内細菌検査の説明・容器配布）
２限目 保育実習指導Ⅰ② 保育所実習Ⅰについて（保健関係を含む） 
４月11日（水） １限目 保育実習指導Ⅰ③ ビデオ学習「保育所実習の実際」 
２限目 保育実習指導Ⅰ④ 実習日誌について（1） 
４月18日（水）１限目 保育実習指導Ⅰ⑤ 実習日誌について（2） 
２限目 保育実習指導Ⅰ⑥ 設定保育について（部分実習） 
４月25日（水）１限目 保育実習指導Ⅰ⑦ 教材研究（特別講義）
２限目 保育実習指導Ⅰ⑧ 指導案について（1） 







日　程 時 間 割 科 目 名 指 導 内 容
４月３日（水）３限目 保育実習指導Ⅰ① 実習の意義と目的、検査等について 
（腸内細菌検査の説明・容器配布） 
４限目 保育実習指導Ⅰ② 保育所実習Ⅰについて（保健関係を含む） 
４月10日（水）１限目 保育実習指導Ⅰ③ 実習日誌について（1） 
２限目 保育実習指導Ⅰ④ 実習日誌について（2） 
４月17日（水）１限目 保育実習指導Ⅰ⑤ 設定保育について
２限目 保育実習指導Ⅰ⑥ 指導案について （1）




２限目 保育実習指導Ⅰ⑩ 先輩から学ぶ（特別講義） 
５月13日（月）～５月24日（金）　保育実習Ⅰ（保育所実習Ⅰ） 
（16）
図っている。
　実際の保育を進めていくためには、担当する子どもの姿（年齢・発達・生活や遊びの様子等）
にあわせてねらいと活動（遊び）を設定し、その活動がよりよく展開されるよう適切な環境構
成や援助について、子どもの姿を予想しながら計画する必要がある。特に、「予想される子ど
もの姿」を予想することが保育経験の未熟な学生にはかなり難しいことも指摘されている。
　指導案を添削する際に私が重視するのは、保育場面がありありと浮かぶかどうかである。つ
まり、学生の頭の中に、子どもと保育士（学生自身）とのやりとりがリアルに描けているかが
重要である。また、指導案は、実習生にとって設定保育を行うためのシミュレーション的な役
割を果たしている。それは、実際の子どもの姿を思い浮かべながら、活動の導入や終末、年齢
に合わせた言葉かけ、教材の提示の仕方、絵本等の保育教材技術、子どもを取り巻く保育環境
の構成等、全てを含め保育場面全体を総合的に捉えることである。保育場面をイメージしなが
ら指導案を立案し、修正を重ねてから本番を迎える。言い換えれば、「指導案＝保育の実際」
なのである。
　つまり、指導案は保育の総合的理解がなされてこそ書けるものである。だからこそ、指導回
数は日誌と同様に 2019 年度も引き続き２回を維持している。８月の保育実習Ⅱでは、実習生
が保育を進めていく全日実習が課せられ、朝の登園から夕方の降園までの指導案を書くことと
なる。指導案の指導は保育現場からも強く求められていることからも、今後も改善・充実を図っ
ていく必要がある。
３）今後の展望
　こうして振り返ると、本学の保育実習指導は、保育の実際を理解させながら、実習生が実習
日誌や指導案を具体的に書けるような指導を充実させてきた。つまり、保育場面を文字化する
力の育成とも言えよう。しかし、その土台には実習までに学んできた保育に関する専門科目が
ある。子どもの発達や保育者の専門性が理解できなければ、保育者から学ぶことも、自分で保
育を進めていくことも難しい。今後は、保育実習指導だけではなく保育者養成全体の最適化を
考えていくことが求められる。
後注
・保育実習の目的（厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知「指定保育士養成施設の指定及び運営の基準につ
いて」より抜粋）
・平成 30 年度　保育実習の手引き（宮城県保育士養成校連絡協議会）
・前田有秀（2018）『保育実習における中心活動の実際の子どもの姿と保育指導案との関係』日本保育学会第
71 回，p.599
経済学における最適化と学びの最適化
講師　横　井　渉　央
　この文章では経済学における最適化の概念について説明したいと思います。「学びの最適化」
